
境
、
精
神
両
商
か
ら
く
る
明
る
い
ウ
ソ
が
多
く
な
る

い学
校
や
勤
め

希
望
は
.
ぺ
ん
と
は
な
し
に
う
き
先
か
ら
の
帰
り
が
遅
く
な
る
A
変

う
き
し
た
峨
レ
が
し
ま
す
。

一な
友
人
が
訪
れ
る
ハ
夕
食
時
に
も

ム
募
集
人
民
陸
四
、
八
O
O名
一
と
う
い

勺
た
解
快
感
か
ら
く
る
空
脱
者
訴
え
な
い

海
五
O
名
空
三
五
O
名
一
気
持
の
ゆ
る
み
が
、
た
ま
た
ま
、
一な
ど
幾
つ
か
の
競
い
が
父
兄
長

ム
応
募
資
格
昭
和
九
年
七
月
二
一
ま
ち
が
い
の
も
と
を
作
り
、

と
れ
一じ
ら
れ
る
、
乙
と
で
あ
り
ま
す
。

日
か
ら
昭
和
十
六
年
七
月
一
日
一
か
ら
と
い
今
青
少
年
の
考
え
方
を

一生
活
の
な
か
か
ら
従
来
ま
で
に
な

ま
で
に
生
れ
た
男
子
で
申
学
卒

一
誤
ら
す
方
向
に
引
っ
ぱ
勺
て
行
く

一か
っ
た
変
他
を
敏
感
に
感
じ
と
り

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
も
の

一わ

け

で

す

。

一

正

レ

く

、

温

い

同

で

詩

意

に

き

ょ

A
願
書
受
付
一
二
月
一
日
か
ら
四

一
会
少
年
の
不
良
伯
防
止
。
は

一う
正
し
て
い
く
乙
と
さ
兄
の
貴

月
十
五
日
ま
で
市
民
課
へ

一も
う
何
年
も
削
か
ら
直
接
、
間
接
務
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
感
吃
性
が

4
j
!ム

探

用

意

七

月

一

に

宮

か

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

が

一強
く
な
っ
て
い
る
雲
で
あ
る
こ

一

、1
1
11
1
1
11
1
1

J
案
外
強
く
、
し
か
も
相
織
的
に
呼
一
と
を
十
分
に
さ
ま
れ
て
、
補
導
す

市
議
会
で
は
来
る
四
月
に
行
わ
一
常
任
室
長
連
名
)
提
出
に
よ
る
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
要
性
を
改
め
て
深
く
認
識
し
、
一
新
、

改

築

な

ど

の

着

工

は

i
"

一
認
申
請
手
続
き
さ
で
く
だ
さ
い

一び
か
け
ら
れ
て
い
る
半
面
、

毎
年
一
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
父
兄
ば
か
り

れ
る
県
、

市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
一
公
明
選
挙
推
進
に
関
す
る
つ
ぎ
の
す
で
に
数
年
の
年
月
者
経
過
し
議
員
卒
先
し
て
こ
の
運
動
の
一
一

j

o

。

I

l

l

i

-

-

j

i

l

-

-

由

一
な
お
違
反
し
た
場
合
は
十
万
円

一乙
の
よ
う
行
犯
罪
が
用
加
し
て
い

一で
な
し
に
、
課
長
で
入
九
た
、

F
六
月
議
議
院
議
員
選
挙
を
搾

一一
決
議
室
毒
し
て
、
満
場
一
致
て
い
る
が
、
い
ま
だ
市
民
す
ぺ
趣
旨
を
広
く
市
民
に
訴
え
る
と
一

一

一
以
下
の
罰
金
処
せ
ら
れ
る
と
と

一あ
…
間
に
あ
る
乙
ど
ま
議
長
一
家
庭
ぐ
る
み
で
積
雪
震
く
よ

失

望

正

レ

く

明

る

い

政

治

土

で

可

決

し

ま

し

た

。

て

の

聞

に

公

明

選

挙

へ

の

正

レ

と

も

に

、

自

患

者

粛

自

戒

一

確

認

通

知

事
)
受
け

て

か

ら

ず

あ

り

?

の

で

正

直

し

て

く

一え
ま
せ
ん
。

一号
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

打
ち
た
て
る
た
め
に
は
、
公
明
選

一

公

明

選

挙

推

進

こ
い
理
解
と
そ
の
実
践
が
と
も
な
す
る
こ
と
を
誓
い
事
前
運
動
等
一

皆
さ
ん
が
霊
童
、
噌
第
一
ま
た
理
築
物
を
解
体
さ
れ
た
場
合
一
だ
さ
い
‘
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
一

折

ヲ

売

を

ち

と

い

う

一

。

ま

?

の

季

節

で
す
。

挙
運
動
雲
推
進
レ
、
こ
の
際
全

一

関

す

る

決

議

I

っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
の
行
わ
れ
な
い
正
し
い
選
考
一
幕
、
移
転
、
用
途
変
更
、
犬
規
一
議
議
訟
を
提
出
し
な
け
れ
一
百
建
設
課
に
お
た
す
ね
く
だ
一
事
情
の
け
常
の
態
度
を
詳
し
く

一作
意
ず
る
の
に
絶
好
の
時
で
も
あ

館
員
卒
先
し
て
こ
の
運
動
の
趣
旨

一

な
い
実
情
で
あ
る
と
思
う
。
実
現
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
槙
の
修
繕
や
模
様
替
え
)
を
さ
れ
一
ば
な
り
ま

せ

ん

.

一

し

一観
察
し
、
正
し
く
忠
明
で
き
る
よ
一
り

ま

す

。

(

市

教

養

)

差
く
市
民
に
訴
え
、
議
員
自
身
一

議

選
挙
を
推
進
す
る
こ
と
本
年
四
月
を
忠
と
し
て
各
右
決
議
す
る
。

一る
場
合
に
は
、
工
事
に
か
か
る
前
一
ま
だ
偉
譲
認
申
請
審
議
出
一
(
県
諌
早
土
木
事
務
所
建
築
課
)

一う

父

兄

と

諸

に

さ

ん

て

み

る

乙

一

い

い

川

い

い

も
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
、
去
る

一

は
正
レ
く
明
る
い
政
治
へ
の
基
種
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
が
、
本
昭
和
三
十
四
年
二
月
二
十
四
日
一
に
嘩
築
基
構
法
鵠
ベ
条
第
一
噴
に
一さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
急
い
で
確
一

一と
が
必
要
で
は
な
い
し
ま
っ
か
一
{
農
一
操

i
j
11

モ
一

民
間
は
い
け
い
け
」
出
一
問
中
山
市
民
一
一
一
加
盟
国
一
引
っ
同
日
勺
早
l
J耕一…一一一
f
レ;ヨ現金

1
1

一の
事
柄
(
政
治
、
産
業
、
風
習
、
の
趣

UZよ
く
理
解
さ
れ
、
ど
協
一
さ
ら
に
着
工
周
を
出
し
て
、
は
じ
一

一

お
カ
レ
し
ア
と
、
伊
た
時
の
一
と
で
す
。

一

e

千
月

2
百
円
札

り

催

し

物

な

ど

き

ま

る

一観
光
と
い
っ
た
も
の
)
を
詳
し
く
万
く
だ
さ
い
。
一
め
て
建
築
に
着
工
で
き
る
わ
け
で
一
卒
業
警
護
っ
た
あ
と
の
解
志
く
な
っ
た
三
い
っ
た
感
じ
が

一感
じ
か
ら
襲
し
ま
す
と
。

一

そ
の
対
策
と
し
て
甘
荷
高
一
二

位

二

百

五

字

見

一

コ
{

4

一調

べ

て

編

集

(

盟

国

以

前

と

以

降

一

(

市

議

さ

ん

さ

一

す

。

否

感

は

な

に

か

二

ん

に

大

人

に

一

し

ま

す

。

ま

た

と

れ

に

拍

車

を

か

一食

事

言
葉
つ
き
が
変
る
ハ
服

一

言
案
す
す
め
し
て
お
り
ま

一段
)
以
上
愛
護
に
答
申

行

恒

例

の

尖

村

桜

子

に

商

寝

業

員

と

家

族

連

首
会一
に

わ

け

で

)

し

て

い

る

が

、

震

一

世

建

築

が

終

っ

た

ら

字

国

を

、

一

な

っ

た

よ

う

な

o
ぐ
っ
と
視
野
が
白
け
た
よ
う
に
花
開
く
季
節
で
、
環
装
、
身
回
品
な
語
気
に
ず
る
合

す
が
、
お
し
拘
い
苗
床
措
備
に
一

(
大
村
襲
撃

ま

つ
り

4一
月
二
十
一
ニ
一
塁
(
大
村
公
圏
内
、
市
内
仮

一し
て
い
く
う
え
に
は
資
料
(
た
と

一

J
i
l
i
-
-
l
i
l
i
--
1
1
1
11
1
(1
41
1
l
i
t
i
-
-
i
lt
t
(
(
(
(t
i
-
-

一
時

日
か
ら
凶
月
十
五
日
ま
一
語

γ鶴
子

剣

三

月

中

に

請

求

し

な

い

と

君

主

語

三

日

日

一

八

日

刊

誌

!

ぃ

工

1

⑥急
l

一

選

挙

の

説

明

会

対

日

日

目

山

一

日

以

内

予

定

さ

れ

、

催

し

物

の

日

遺

族

な

ど

の

年

金

や

吊

慰

金

詰

銭

前

oz一
建
設
省
で
は
昭
和
一

二
十
四
年
度
一
同
の
農
家
出
身
者
(
畏
貫
一

3MHAmp建
一

震

は

立

候

補
予
定
者

り
ま
し
た。

一程

、

そ

の

ほ

か

問

中

の

い

ろ

い

上

の

人

一

産

業

開

発

育

館

隊

巾

央

隊

員

(

主

一

会

最

者

は

四

月

か

ら

一
年
間
九

一

(
仲
央
公
民
館
)

一四
月
二
十
一一一
円
執
行
さ
れ
る
県
議

こ

の

た

め

大

村

商

工

会

議

所

で

一

ろ

な

行

事

は

あ

ら

た

め

て

き

め

る

要

お

よ

び

三

十

八

才

未

満

)

一

と

し

て

ブ

ラ

ジ

ル

移

住

要

員

)

を

一

川

地

<3月中旬号)(矛204号)

議
員
自
ら

満干空
場子引

市
議
会

• 
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み
ん
な
の
政
治
だ

明

る

い

選

挙

市
民
税
個
人
申
告
書
は
三
月
十
六
日

発 行 所

長崎県大村市250番地・

大村市役所

印刷所つじ印刷所

定価一部五 円

気
象
週
報
所
空
港
内

に
移
転

畏
崎
海
洋
気

象
台
大
村
空

港
気
象
通
報
所
は
三
月
七
日
か
ら

大
村
空
潜
(
航
空
周
大
村
航
空
保

安
事
務
所
)
へ
移
転
レ
ま
し
た。

を
推
進

致

で

決

定

え
ば
旧
巾
央

商
問
街
の
実

態
.
旧
商
庖

街
の
古
地

一い
よ
い
よ
戦
没
叶
遺
肢
の
年
金
、

図
)
や
旧
大
一一弔

慰
金
の
謂
求
は
一
一
一
月
末
日
で
締

村
藩
に
関
係

一一切
ら
れ
ま
す
。

し
た
古
事
ニ
つ
ぎ
の
よ
う
内
事
情
や
請
求
手
続

事
跡
な
ど
を

一一ぎ
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
で
、
ま
だ

個
人
で
お
持
一請
求
レ
て
い
な
い
人
は
急
い
?
福

ち
の
方
が
あ

一祉
事
務
所
か
遺
族
会
へ
お
た
ず
ね

り
ま
し
た
ら
一一の

上
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
史
編
さ
ん
一一川

復
員
後
ぽ
隊
巾
の
儲
病
等
が
原

室
に
こ
連
絡
く
だ
さ
ノ
心
か
、
見
ぜ
一

因
で
死
亡
さ
れ
、
そ
の
証
明
等

て
い
た
だ
け
ば
と
思
い
ま
す
。

一

諸
資
料
を
鎮
め
る
と
と
が
む
F

同
室
で
は
史
談
会
(
旧
大
村
藩

一

か
し
い
た
め

の
古
文
曹
、
事
跡
を
研
究
す
る
)
一則
子
供
が
二
人
死
亡
さ
れ
た
場
合

の
協
力
に
よ
っ
て
質
川
牧
績
を
は

一
一

人
分
だ
け
開
求
し
て
他
の
分

じ
め
県
下
の
郷
土
史
家
そ
招
く
会
一
を
開
求
し
て
い
な
い
人

な
Y
春
開
き
、
確
実
な
し
かれ
U

，巾一川
権
利
肴
が
二
十
七
年
四
月
以
後

市史編さんに協力下さい

皆 さまの資料を待ってます

ニY存 ;'c，'，!-S:'>:すイ
⑨茶ガラの利用=茶ガ ラを閣ろせ

野菜のくすとまぜてパラの肥料

にすると効果があり ます。

④新しい世帯を持つために米万通

~J毘乃交付を受けるための手数問

は三十 円。

④牛乳ーキログラムは0 ・九六 リ

ッ トJレ (五 ・三 合)です，ー升

の与三亨Lば Fー ・八、七歪Eキ ログラム

(五00匁 )で す.

④種 庭、予防接種の証明料は五 ト

円。

宋
謂
求
心
ま
ま
死
亡
レ
土
問
続

人
に
よ
る
請
求
を
さ
れ
て
い
な

い
人

川
生
計
関
係
は
あ
っ
た
が
一戸
籍
が

別
な
た
め
軍
金
の
柄
求
栴
が
な

い
ど
思
い
請
求
し
て
い
な
い
人

ω死
没
者
の
内
線
引
饗
で
請
求
権

の
あ
る
こ
と
を
知
酔
勺
な
い
で
ま

だ
弔
慰
金
や
年
金
ふ
耕
求
し
て

い
な
い
人

制
擁
護
法
第
三
十
四
条
終
当
者

(
学
徒
動
員
、
徴
用
工
員
)
と
し

て
弔
慰
金
を
安
給
さ
れ
た
遺
族

一.

に
対
し
て
は
昭
和
三
十
四
年

一

月
一
日
か
ら
遺
族
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
ず
乃
で
、

ゴ一
月
三
十

寝
る
ま
え
、

外
出
、

自
衛
官
募
集

火
の
用
心

締
切

4
月
日
日

{十
五
日
は
日
曜
日
に
つ
き
)
ま
て
に
税
務
課
ま
た
は
出
張
所
へ
も
れ
な
く
出
し
て
く
だ
さ
い

(
税
務
課
)

か
か
り
ま
レ
ょ
う
リ

諸
伏
は
三
月
二
十
け
頃
で
、

一二・ゴ
一ポ
万
米
(
一
一
咋
ず
当
リ

硫
封

一

.
0
1
、
油
柏

市
九
0

5
と
地
問

一
九
k
を
緬
ず
。
苗

床
巾
ば
ビ
ニ
ー
ル
の
巾
に
よ
っ

て
決
め
、
一
八

O
m
ビ
ニ
ー
ル

は
一
四

om
、
一
三
互
い
も

の
ぽ

一
O
庄
川
の
ポ
巾
と
す

る
。
約一

o
m
直
径
J
指一県

仲
を
作
リ
、

1
0
×
二
江

汎

閣
滴
に
沼
会
げ
「
伏
せ
し
盟
主
レ

て
剖
庁
を
淀
っ
て
カ
マ
ポ
コ
型

に
ゴ
ニ
l
ル
を
服
用
出
ず
る
。

管
理
β
要
点
ほ
、
寓
温
に
占
怠

レ
ビ
ニ
ー
ル
の
一
部
を
帰
投
し

て
円
鳴
を
防
止
グ
る
・
ど
だ
、

床
面
山
川
市
吃
換
し
易
い
の
で
湘
市
引

を
適
宜
行
い
、
虚
聞
は
コ
モ
を

覆
う
。
を

O
l
ベ
コ
日
で
甜
が

で
き
る
ろ
で
、
五
月
中
旬
よ
り

麦
閣
挿
週
が
で
き
る
。



一一一
月
三
十

一
日
は
会
計
年
度
の
最
終
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
市
税
、
住
宅
使
用
料
、
保
険
料
、
水
道
料
な
ど
未
納
の
方
は
ぜ

ひ
年
度
内

γ
完
納
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
o

しにうれ 備て書 Eは

だEzdあなたを待っている EE?giZ553Z増員534量買益
図 望 な め たし害主よ ヱ且 思んほ i軍、個類造園造 の
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う
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